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１．はじめに

　2005年４月から愛知大学国際中国学研究センター（ICCS）、文部科学省 COE研究プロジェクト
に携わってきた。同研究プロジェクトは総括（方法論）、政治、経済、環境、文化（いずれも略称）
の５つの研究会に分けられており、私はその中の環境研究会に所属する。
　水（河川）を手掛かりに「環境」と「都市」のあり方について考えていくことは長い間、興味を
持ってきたテーマである。この願望が、環境研究会主査の榧根先生から承認と支持を得られた。ま
た ICCS事務室からも理解が得られて中国・現地調査が可能となった。

２．調査過程

　2005年４月から南京市内河川の秦淮河について資料調べをはじめた。そして６月24日から７月
10日まで、現地に入り10日間の川・まち歩きや資料収集を行なった。それに基づいて、実地調査
のためのフレームが次第に明確化してきた。
　そして７月の終わり頃に、南京大学社会学部の16名の学部生（そのうち３年生15名、２年生１名）
から協力を得て「南京都市河川・環境研究グループ」を結成した。この研究グループは、「秦淮河
汚染の歴史、現状と原因から中国地方大都市南京の社会的特性を見る」という研究目的をもち、下
記の通り４つの研究班から成る。現地における実地調査が進む過程で、孟慶延氏に研究グループ全
体の班長を務めていただいた。
　第一班の研究テーマは、「都市全体の変化の方向性」「都市制度」である。
　メンバーは、孟慶延（班長）、魯肖麟、陶湍、呉垠。
　第二班の研究テーマは、「秦淮河の汚染の歴史、現状」「マスメディア、環境保護団体」。
　メンバーは、徐銘（班長）、姚塋（班長）、李維、張傑、趙延会。
　第三班の研究テーマは、「秦淮河流域における社区（内、外秦淮河）」。
　メンバーは、銭力成（班長）、蘇国圳、張婷婷。
　第四班の研究テーマは、「秦淮河流域における工業（内、外秦淮河）」。
　メンバーは、秦鋭（班長）、王新、王葉菲、葛麗莎（２年生）。
　そして、私が調査の進行過程において果たした役割はつぎの５点である。１研究の全体課題とサ
ブ課題の設定、２調査グループの班分け、３調査研究の段取りや調査内容・方法について各班に指
示し、４各班から随時にあがってくるレポートに対して添削をおこないコメントを与え、また５調
査実施のための資金（RMB3,000元）の提供、などを行なった。
　「南京都市河川・環境研究グループ」は発足してから約４ヶ月間が経った頃の2005年12月11日
に、中間成果報告会を行なった。ICCS環境研究会の榧根先生、宮沢先生が南京に赴きその報告会
に参加した。中間成果報告会は南京大学社会学部の会議室で開催され、午前、午後は各２班ずつで
研究成果の中間報告が行なわれた。当日は、南京大学日本語学部の教員の方から協力を得て報告会
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での相互の意思疎通（コミュニケーション）が確保された。両先生が各班の中間報告を聞きコメン
トをおこなった。会議は夕方まで続き、無事に終了した。将来のさらなる研究のために、事後、両
先生からコメントが整理された。
　さらに、翌12日に、榧根先生、宮沢先生、朱安新の三人が、秦淮河の水質調査を行なった。こ
れに関するデータ分析は終わっており、現在報告書のまとめが進んでいる。

３．調査の成果

　「南京都市河川・環境研究グループ」各班は、調査実施の中間的成果を下記の中間報告書にまと
めた。これらの報告書は、文献調査や歴史資料の調べのみならず聞き取り調査を含めた実地調査を
行ったうえで得られたもので、「都市」「河川」「環境」を通して地方大都市の「社会的特性」や「社
会的メカニズム」を究明するために貴重な資料となると思われる。これらの報告書は ICCS事務室
に所蔵されている。
　第一班（孟慶延、魯肖麟、陶湍、呉垠）。「従秦淮河看中国地方大城市社会特性項目第一組中期報
告」（66頁）。
　第二班（徐銘、姚塋、李維、張傑、趙延会）。「秦淮河調査課題第二組調査報告」（78頁）。
　第三班（銭力成、張婷婷、蘇国圳）。「従秦淮河汚染的歴史、現状与成因看地方大城市的社会性特
点──流域的社区（内、外秦淮）──」（35頁）。
　第四班（秦鋭、王新、王葉菲、葛麗莎）。「従秦淮河汚染的工業汚染看地方大城市的社会性特点」（23

頁）。
　2005年12月11日当日に、各班は上記の報告書の内容に基づいて Power Point（後段の資料を参照）
をつかいながら、つぎのような報告を行なった。
　第一班　「城市制度」、
　第二班　「秦淮河歴史与現状」、「媒体与秦淮河」、
　第三班　「流域的社区（内、外秦淮）」、
　第四班　「従秦淮河的工業汚染看中国地方性大城市的社会性特点」。

４．今後の展望

　以上は南京調査の経緯についての説明である。これまで行なってきた調査はある意味では
General Surveyにあたるものであるため、この紹介文章において、これまでの研究の結論の部分に
ついてはあえて何も言及しなかった。
　しかし、これまでの調査で得られた豊富な文献資料や貴重な First Hand資料が、きっと将来のさ
らなる調査研究のために、ベースを築いてくれると思われる。今年度は、これまでの調査成果を踏
まえて研究を深め、知見を論文にまとめて発表する予定である。
　最後に一言。今回の研究は文理が融合した研究を目指したもの、「都市」「河川」と「環境」を結
びつけて考えていくものである。
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